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東
急
建
設
は
同
社
グ
ル
ー

プ
の
企
業
理
念
の
具
現
化
を

目
指
し
、
２
０
０
０
年
か
ら

10年
毎
で
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

し
て
い
る
。

　
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
０
、「
Ｓ

ｈ
ｉ
ｎ
ｋ
ａ
（
深
化
×
進
化

＝
真
価
）
し
続
け
る
ゼ
ネ
コ

ン
‐
東
急
建
設
」
が
最
終
年

度
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
こ

れ
を
受
け
継
ぐ

30年
へ
向
け

た
新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て

Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
２
０
３
０

「
ゼ
ロ
へ
挑
み
、
ゼ
ロ
か
ら

挑
み
、
環
境
と
感
動
を
未
来

へ
立
て
続
け
る
」
を
策
定
し

た
。

　
「
ゼ
ロ
へ
挑
み
」
は
、
カ

ー
ボ
ン
ゼ
ロ
、
廃
棄
物
ゼ
ロ

な
ど
へ
の
挑
戦
。
「
ゼ
ロ
か

ら
挑
み
」
は
、
新
領
域
へ
の

挑
戦
な
ど
を
表
し
、
「
ゼ
ロ

へ
挑
み
」
で
は
環
境
を
、「
ゼ

ロ
か
ら
挑
み
」
で
感
動
を
提

供
し
、
持
続
可
能
な
社
会
へ

の
貢
献
と
企
業
価
値
向
上
へ

の
挑
戦
を
続
け
て
い
く
想
い

を
込
め
た
。

　
同
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
経
営
者

か
ら
若
手
社
員
ま
で
約

50人

で
構
成
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
約
５
か
月
に
わ
た
る
議
論

に
加
え
、
社
外
取
締
役
と
の

対
話
や
シ
ナ
リ
オ
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
な
ど
か
ら
得
た
知
見
を

反
映
し
、
社
会
課
題
の
解
決

を
通
じ
持
続
可
能
な
社
会
の

実
現
を
目
指
す
同
社
の
決
意

を
示
す
も
の
と
し
て
、
公
表

し
た
。

　
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
２
０
３
０

の
詳
細
は
、
３
月
末
日
に
同

社
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
サ
イ
ト
等

で
公
開
す
る
。
ま
た
、
達
成

へ
向
け
た
長
期
経
営
計
画
は

５
月
に
公
表
す
る
予
定
と
し

て
い
る
。

　
前
田
道
路
、
法
政
大
学
、

三
菱
電
機
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
が
共
同
開
発
し
た
「
建
機

搭
載
型
出
来
形
管
理
シ
ス
テ

ム
」
を
、
国
土
交
通
省
の
発

注
工
事
に
お
い
て
現
場
試
行

し
、
技
術
の
実
用
性
や
有
効

性
を
確
認
し
た
。

　
同
シ
ス
テ
ム
は
、
舗
装
工

事
に
お
け
る
路
床
工
や
路
盤

工
の
中
間
工
程
の
仕
上
が
り

面
の
形
状
を
、
タ
イ
ヤ
ロ
ー

ラ
に
搭
載
し
た
小
型
レ
ー
ザ

ー
ス
キ
ャ
ナ
で
計
測
し
、
そ

の
点
群
デ
ー

タ
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
処
理

し
て
面
管
理

に
よ
る
出
来

形
管
理
を
実

現
す
る
も

の
。さ
ら
に
、

ク
ラ
ウ
ド
を

活
用
し
て
計

測
結
果
を
共

有
す
る
こ
と

で
、
発
注
者

は
現
地
に
行

く
こ
と
な
く
遠
隔
臨
場
が
可

能
と
な
る
。

　
シ
ン
プ
ル
な
計
測
シ
ス
テ

ム
構
成
に
よ
り
手
軽
に
計
測

で
き
る
こ
と
や
低
価
格
化
の

実
現
な
ど
を
目
標
に
、
三
菱

電
機
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の

小
型
レ
ー
ザ
ス
キ
ャ
ナ
お
よ

び
周
辺
機
器
、
法
政
大
学
の

３
次
元
点
群
デ
ー
タ
の
リ
ア

ル
タ
イ
ム
技
術
処
理
を
使
っ

て
、
前
田
道
路
と
の
３
者
で

開
発
し
た
。

　
国
土
交
通
省
が
ｉ
‐
Ｃ
ｏ

ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
の

取
り
組
み
と
し
て
進
め
る
面

管
理
に
よ
る
出
来
形
管
理

は
、
デ
ー
タ
の
計
測
か
ら
解

析
、
判
定
ま
で
に
時
間
が
か

か
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
舗
装

工
の
中
間
工
程
で
は
ほ
と
ん

ど
導
入
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

が
、
同
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

る
こ
と
で
、
よ
り
大
幅
な
作

業
効
率
化
と
品
質
向
上
を
同

時
に
体
現
で
き
る
。

　
国
土
交
通
省
の
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｓ

Ｍ
施
策
で
あ
る
「
建
設
現
場

の
生
産
性
を
飛
躍
的
に
向
上

す
る
た
め
の
革
新
的
技
術
の

導
入
・
活
用
に
関
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
今
年
度
選
定

さ
れ
、
前
田
道
路
が
施
工
す

る
東
北
地
方
整
備
局
福
島
河

川
国
道
事
務
所
発
注
の
「
富

沢
地
区
舗
装
工
事
」
（
福
島

県
伊
達
市
）
ほ
か
で
現
場
テ

ス
ト
を
重
ね
、そ
の
結
果
、目

標
と
し
た
計
測
制
度
や
解
析

時
間
を
満
足
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
た
。

　
今
後
は
、
さ
ら
に
複
数
の

現
場
に
導
入
し
て
ハ
ー
ド
面

や
ソ
フ
ト
面
の
信
頼
性
を
確

立
し
、
早
期
の
汎
用
化
を
目

指
す
。

ｉ
‐

Ｃ
ｏ

ｎ
大

賞
受

賞

遠
隔

臨
場

活
用

が
可

能

　
同
シ
ス
テ
ム
は
、
「
建
設

機
械
搭
載
型
レ
ー
ザ
ス
キ
ャ

ナ
に
よ
る
土
工
・
舗
装
工
事

の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
出
来
形
管

理
の
実
現
」
と
し
て
、
国
土

交
通
省
よ
り

20年
度
ｉ
‐
Ｃ

ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

大
賞
の
ｉ
‐
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ

ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
推
進
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
会
員
の
取
組
部
門

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
＝
写

真
。

　
リ
モ
ー
ト
で
出
来
形
品
質

を
確
認
で
き
る
た
め
、
省
力

化
や
監
督
員
と
の
情
報
共
有

な
ど
、
施
工
管
理
の
高
度
化

や
生
産
性
向
上
に
寄
与
す

る
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
ニ

ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
発
注

者
の
遠
隔
臨
場
に
活
用
で
き

る
先
進
的
な
技
術
と
し
て
評

価
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
地
元
業
者
が
導
入

し
や
す
い
価
格
帯
の
出
来
形

計
測
装
置
の
開
発
と
と
も

に
、
現
場
に
お
け
る
施
工
事

例
を
積
み
重
ね
て
お
り
、
波

及
性
が
高
い
こ
と
も
評
価
さ

れ
た
。

　
共
同
開
発
者
の
今
井
龍
一

法
政
大
学
デ
ザ
イ
ン
工
学
部

教
授
は
、
今
回
の
受
賞
に
あ

た
り
「
産
学
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
か
ら
、
国
交
省
の
Ｐ
Ｒ
Ｉ

Ｓ
Ｍ
の
支
援
で
、
産
官
学
に

拡
大
、
加
速
し
、
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
が
出
た
」

と
話
し
て
い
る
。

　
前
田
道
路
は
、
埼
玉
県
朝

霞
市
の
朝
霞
合
材
工
場
に
、

臭
気
発
生
を
高
効
率
に
抑
制

す
る
蓄
熱
式
脱
臭
炉
＝
写
真

＝
を
導
入
し
、
２
月
中
旬
か

ら
稼
働
を
開
始
し
た
。

19年

度
に
テ
ス
ト
的
に
川
崎
合
材

工
場
に
導
入
し
た
蓄
熱
式
脱

臭
炉
に
、
新
規
骨
材
、
再
生

骨
材
の
両
プ
ラ
ン
ト
の
同
時

脱
臭
方
式
を
採
用
し
た
。
合

材
工
場
に
お
け
る
全
て
の
排

気
ガ
ス
を
脱
臭
す
る
こ
と

で
、
地
球
環
境
に
優
し
い
工

場
、
周
辺
環
境
に
優
し
い
工

場
を
目
指
し
て
い
る
。

　
朝
霞
合
材
工
場
は
、
１
９

７
３
年
か
ら
道
路
工
事
資
材

の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
物
の

製
造
販
売
を
行
っ
て
い
る
。

製
品
製
造
時
に
は
、
ス
フ
ァ

ル
ト
臭
等
の
臭
い
が
発
生
す

る
た
め
、
臭
気
対
策
を
実
施

し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
、
臭

い
の
弱
い
新
規
骨
材
プ
ラ
ン

ト
は
集
塵
機
を
通
し
て
粉
じ

ん
や
臭
気
成
分
を
除
去
し
排

出
し
、
特
に
、
臭
い
が
強
く

不
快
感
の
あ
る
再
生
骨
材
プ

ラ
ン
ト
は
直
接
燃
焼
式
脱
臭

炉
を
設
置
し
、
排
気
ガ
ス
を

燃
焼
さ
せ
て
臭
気
成
分
を
燃

や
し
つ
く
し
排
出
し
対
策
を

行
っ
て
い
た
。

　
直
接
燃
焼
式
脱
臭
炉
は
、

多
く
の
燃
料
を
使
い
、Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
も
多
い
。そ
の
た
め
、

同
社
は
、よ
り
効
果
的
で
効

率
的
な
装
置
と
し
て
、塗
料

工
場
や
食
品
工
場
な
ど
で
導

入
さ
れ
て
い
る
蓄
熱
式
脱
臭

炉
に
着
目
。

17年
度
か
ら
環

境
対
策
と
し
て
研

究
を
開
始
し
、

19
年
度
に
川
崎
合
材

工
場
に
テ
ス
ト
的

に
導
入
し
た
。

　
直
接
燃
焼
式
脱

臭
炉
と
異
な
り
、

燃
焼
室
内
の
ハ
ニ

カ
ム
セ
ラ
ミ
ッ
ク

ス
蓄
熱
体
で
熱
を

蓄
え
る
こ
と
で
、

少
な
い
燃
料
で
高

温
の
状
態
を
保
て
る
た
め
、

Ｃ
Ｏ
２削
減
に
寄
与
す
る
。川

崎
合
材
工
場
で
は
直
接
燃
焼

型
脱
臭
炉
に
比
べ
Ｃ
Ｏ
２排

出
量
を

70％
削
減
、
工
場
全

体
で

14％
削
減
を
実
現
し
て

い
る
。

　
蓄
熱
式
脱
臭
炉
は
、
過
去

に
も
導
入
の
動
き
は
あ
っ
た

が
、
扱
い
が
当
時
で
は
難
し

く
、
設
備
を
停
止
し
て
内
部

の
付
着
物
を
清
掃
す
る
必
要

が
あ
り
、
製
造
出
荷
に
大
き

な
影
響
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

導
入
が
進
ま
な
か
っ
た
。

　
こ
の
た
め
、
同
社
は
、
自

動
で
清
掃
す
る
構
造
を
設
計

段
階
で
導
入
し
て
自
動
化
に

成
功
。
こ
れ
に
よ
り
、
人
的

作
業
の
削
減
、
安
全
性
の
向

上
、
製
造
出
荷
へ
の
影
響
を

大
幅
に
削
減
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
プ
ラ

ン
ト
業
界
で
、
現
在
、
蓄
熱

式
脱
臭
炉
を
設
置
し
て
い
る

の
は
同
社
の
み
と
い
う
。

　
川
崎
合
材
工
場
で
の
テ
ス

ト
導
入
を
経
て
、
今
年
度
、

西
名
古
屋
合
材
工
場
、
名
古

屋
合
材
工
場
に
続
き
、今
回
、

導
入
し
た
朝
霞
合
材
工
場
で

は
、
新
規
骨
材
、
再
生
骨
材

の
両
プ
ラ
ン
ト
同
時
脱
臭
方

式
を
新
た
に
採
用
し
た
。
排

ガ
ス
処
理
能
力
は
毎
分
６
３

７
立
方
㍍
。

　
同
時
脱
臭
の
仕
組
み
は
、

こ
れ
ま
で
、
集
塵
機
の
み
で

排
出
し
て
い
た
新
規
骨
材
プ

ラ
ン
ト
の
排
気
ガ
ス
も
脱
臭

炉
に
入
れ
る
。
再
生
骨
材
プ

ラ
ン
ト
の
排
気
ガ
ス
は
従
来

通
り
臭
気
炉
に
入
れ
る
。
別

の
機
械
か
ら
出
て
く
る
排
気

ガ
ス
を
１
台
の
蓄
熱
式
脱
臭

炉
で
同
時
に
処
理
す
こ
と

は
、バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
た
り
、

制
御
面
で
も
難
し
か
っ
た

が
、
今
回
、
自
動
で
の
制
御

を
実
現
し
た
。

　
蓄
熱
式
脱
臭
炉
は
、

21年

度
に
は
瑞
穂
合
材
工
場
、
福

岡
合
材
工
場
に
導
入
を
計
画

し
て
い
る
。

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
（
Ｒ

Ｃ
Ｄ
工
法
）
や
台
形
Ｃ
Ｓ
Ｇ

ダ
ム
の
打
設
に
お
い
て
、
ブ

ル
ド
ー
ザ
に
よ
る
敷
均
し
厚

さ
、
振
動
ロ
ー
ラ
に
よ
る
締

固
め
回
数
は
、
堤
体
の
築
造

に
使
用
す
る
Ｒ
Ｃ
Ｄ
コ
ン
ク

リ
ー
ト
や
Ｃ
Ｓ
Ｇ
の
密
度
、

強
度
と
い
っ
た
品
質
に
影
響

す
る
こ
と
か
ら
、
事
前
の
試

験
施
工
に
よ
り
最
適
な
敷
均

し
厚
、
締
固
め
回
数
を
決
定

す
る
。

　
現
在
、
敷
均
し
厚
さ
や
締

固
め
回
数
、
そ
れ
ら
に
使
用

す
る
機
械
の
軌
跡
管
理
は
、

Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
を
用
い
た
マ
シ
ン

ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど
に
よ
り
、

重
機
オ
ペ
レ
ー
タ
が
運
転
室

の
モ
ニ
タ
ー
で
確
認
で
き
る

シ
ス
テ
ム
が
用
い
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
が
、
現
場
の
指
揮

者
が
こ
れ
ら
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
確
認
で
き
る
状
況
と
は

な
っ
て
い
な
い
。

　
同
社
は
、
建
機
の
自
動
運

転
技
術
に
お
い
て
、
Ｇ
Ｎ
Ｓ

Ｓ
を
用
い
た
振
動
ロ
ー
ラ
単

体
で
の
締
固
め
回
数
の
モ
ニ

タ
ー
表
示
は
、
既
に
現
場
検

証
な
ら
び
に
エ
リ
ア
を
限
定

し
た
現
場
運
用
を
完
了
し
て

い
る
が
、
今
回
、
複
数
台
の

ブ
ル
ド
ー
ザ
、
振
動
ロ
ー
ラ

で
の
敷
均
し
か
ら
締
固
め
ま

で
の
打
設
状
況
と
、
そ
れ
ら

を
重
ね
合
わ
せ
た
結
果
を
タ

ブ
レ
ッ
ト
上
で
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
確
認
で
き
る
シ
ス
テ
ム

を
開
発
し
た
。

　
主
な
特
長
は
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
上
に
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し

た
す
べ
て
の
重
機
の
稼
働
状

況
が
表
示
さ
れ
、
管
理
者
は

全
体
の
作
業
状
況
、
進
捗
が

把
握
で
き
る
。
個
別
の
重
機

を
選
択
す
る
と
、
詳
細
な
作

業
状
況
が
確
認
で
き
る
た

め
、
作
業
の
過
不
足
や
効
率

性
が
把
握
で
き
、
そ
の
場
で

是
正
指
示
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
。
各
重
機
に
搭
載
し
た

モ
ニ
タ
ー
か
ら
、
オ
ペ
レ
ー

タ
は
自
身
の
作
業
状
況
に
加

え
、
周
り
の
重
機
の
状
況
も

確
認
で
き
る
。

　
ま
た
、
転
圧
回
数
は
合
算

で
き
、
転
圧
回
数
が
不
足
し

て
い
る
箇
所
を
見
つ
け
た
場

合
は
、
近
く
の
別
の
振
動
ロ

ー
ラ
に
対
応
を
指
示
で
き

る
。
端
部
や
構
造
物
周
り
で

使
用
す
る
小
型
振
動
ロ
ー
ラ

に
も
対
応
し
、
振
動
ロ
ー
ラ

を
使
用
す
る
す
べ
て
の
箇
所

の
状
況
を
確
認
で
き
る
。

　
更
に
、
建
機
の
自
動
運
転

に
も
対
応
可
能
と
な
っ
て
い

る
ほ
か
、
１
日
の
作
業
内
容

は
、
現
場
事
務
所
の
パ
ソ
コ

ン
内
に
保
存
し
、
帳
票
と
し

て
出
力
で
き
る
。

　
実
機
試
験
で
は
、シ
ス
テ
ム

を
搭
載
し
た

19㌧
級
湿
地
式

ブ
ル
ド
ー
ザ
２
台
、

11㌧
級
振

動
ロ
ー
ラ
２
台
を
同
時
に
稼

働
さ
せ
、施
工
状
況
の
確
認
を

行
っ
た
結
果
、試
験
ヤ
ー
ド
内

の
す
べ
て
の
重
機
の
稼
働
状

況
、個
別
重
機
の
詳
細
な
作
業

状
況
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
確
認

で
き
た
。ま
た
、小
型
振
動
ロ

ー
ラ
に
マ
シ
ン
ガ
イ
ダ
ン
ス

機
能
を
付
加
し
、狭
隘
箇
所
を

想
定
し
た
同
様
の
実
機
試
験

も
行
っ
た
。

　
今
後
、
Ｒ
Ｃ
Ｄ
工
法
に
よ

る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
や
台

形
Ｃ
Ｓ
Ｇ
ダ
ム
で
の
敷
均

し
、
締
固
め
の
ほ
か
、
フ
ィ

ル
ダ
ム
の
盛
立
や
大
型
造
成

工
事
な
ど
で
幅
広
く
同
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
、
品
質
と
生

産
性
の
向
上
を
目
指
す
。
ま

た
、
同
シ
ス
テ
ム
で
出
力
で

き
る
帳
票
は
、
ダ
ム
の
維
持

管
理
時
の
基
礎
デ
ー
タ
と
な

る
こ
と
か
ら
、
長
寿
命
化
の

一
助
に
も
な
る
。

　
大
成
建
設
と
成
和
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
ワ
ー
ク
ス
（
東
京
都

港
区
、
山
上
正
敏
社
長
）は
、

既
存
Ｒ
Ｃ
構
造
物
の
後
施
工

耐
震
（
せ
ん
断
）
補
強
技
術

「
ポ
ス
ト
ヘ
ッ
ド
バ
ー
工
法
」

で
使
用
で
き
る
鉄
筋
径
の
太

さ
や
施
工
の
範
囲
を
拡
大

し
、
昨
年

12月
に
建
設
技
術

審
査
証
明
の
内
容
変
更
を
行

っ
た
。
　

ポ
ス
ト
ヘ
ッ
ド
バ
ー
工
法

は
、
せ
ん
断
耐
力
が
不
足
し

て
い
る
既
存
Ｒ
Ｃ
構
造
物
を

対
象
と
す
る
耐
震
補
強
工

法
。
Ｒ
Ｃ
構
造
物
の
片
側
か

ら
後
施
工
プ
レ
ー
ト
定
着
型

せ
ん
断
補
強
鉄
筋
「
ポ
ス
ト

ヘ
ッ
ド
バ
ー
」
を
挿
入
・
固

定
し
て
部
材
の
せ
ん
断
耐
力

を
向
上
さ
せ
る
＝
図
。
耐
震

補
強
の
た
め
の
部
材
厚
を
増

や
さ
ず
に
せ
ん
断
耐
力
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

ポ
ス
ト
ヘ
ッ
ド
バ
ー
は
「
片

端
矩
形
プ
レ
ー
ト
型
」
「
両

端
円
形
プ
レ
ー
ト
型
」
「
機

械
式
継
手
型
」
の
３
種
類
が

あ
り
、
施
工
場
所
な
ど
に
よ

っ
て
使
い
分
け
る
。

　
今
回
の
適
用
範
囲
拡
大

で
、
「
両
端
円
形
プ
レ
ー
ト

型
ポ
ス
ト
ヘ
ッ
ド
バ
ー
」は
、

従
来
よ
り
太
い
Ｄ

32の
鉄
筋

ま
で
使
用
可
能
と
な
っ
た
。

太
径
鉄
筋
の
使
用
に
よ
り
施

工
本
数
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
る
。
片
端
矩
形
プ
レ
ー
ト

型
を
使
用
す
る
よ
り
も
端
部

定
着
プ
レ
ー
ト
が
小
さ
く
な

る
た
め
、
既
存
躯
体
へ
挿
入

す
る
際
の
表
層
部
削
孔
に
よ

る
損
傷
を
低
減
で
き
る
。
結

果
、
工
期
短
縮
、
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
を
図
る
こ
と
が
可
能
。

　
ま
た
、
下
水
処
理
室
な
ど

機
械
・
設
備
等
で
作
業
空
間

が
狭
く
な
っ
て
し
ま
う
工
事

に
適
す
る
「
機
械
式
継
手
型

ポ
ス
ト
ヘ
ッ
ド
バ
ー
」に
は
、

新
た
に
上
向
き
施
工
方
法
が

加
わ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

作
業
空
間
が
狭
い
場
所
で
も

頂
版
や
梁
の
せ
ん
断
補
強
が

可
能
と
な
っ
た
。

　
大
成
建
設
は
、

05年
に
土

木
研
究
セ
ン
タ
ー
の
建
設
技

術
審
査
証
明
を
取
得
後
、
地

中
Ｒ
Ｃ
構
造
物
の
耐
震
補
強

工
事
を
中
心
に
同
工
法
を
適

用
し
て
き
た
。
ま
た

19年

12

月
に
は
都
市
居
住
評
価
セ
ン

タ
ー
の
構
造
評
定
を
取
得

し
、
建
築
分
野
で
も
適
用
可

能
（
同
社
施
工
に
限
る
）
と

な
っ
た
。
施
工
実
績
は
約
１

０
０
０
件
、
せ
ん
断
補
強
鉄

筋
の
施
工
本
数
で
は
１
５
３

万
本
以
上
の
実
績
を
有
す

る
。同
工
法
の
適
用
を
進
め
、

既
存
Ｒ
Ｃ
構
造
物
の
耐
震
性

能
の
向
上
・
長
寿
命
化
、
国

土
強
靱
化
に
貢
献
し
た
い
考

え
。

建
機

搭
載

型
出
来
形
管
理
シ
ス
テ
ム

現
場
試
行
で
実
用
性
を
確
認

前田道路、法政大学、
三 菱 電 機 エ ン ジ

試行現場の計測状況

タブレットによる打設エリア全体稼働状況

　
安
藤
ハ
ザ
マ
は
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
の
品
質
と
生
産
性
の
向
上
を
目
指
し
て
、コ
ン

ク
リ
ー
ト
打
設
に
お
け
る
敷
均
し
、
締
固
め
管
理
を
現
場
の
指
揮
者
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

用
い
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
実
施
で
き
る
「
敷
均
し
・
締
固
め
統
合
管
理
シ
ス
テ
ム
」を
開

発
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、指
揮
者
は
そ
の
場
で
全
体
お
よ
び
個
別
の
作
業
状
況
を
確
認
で

き
、
施
工
不
良
箇
所
を
素
早
く
把
握
し
、
改
善
・
是
正
が
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、「
作

業
効
率
の
向
上
」
「
作
業
能
力
の
向
上
」
「
作
業
の
平
準
化
」に
つ
な
が
り
、品
質
や
生

産
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

朝
霞
合
材
に
蓄
熱
式
脱
臭
炉

新
規
、再
生
同
時
方
式
を
採
用

前田道路
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